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Abstruct：A 〃 ap 　device　was 　develoρed ゴn　order 　to　capture 　a　harゆ l　insect　without 　us ’ng 　chemicats 　in’iving　envirr ）nment ．　Bo ’h

Of　the　structure αη4 伽 heatingごempe 厂ature ピ12．5M 　and 　80　℃ 加 伽 er　wa 〃 ’θ即 er伽 吻 of 　hea伽 g　trap　 were 　decided　by

expe 伽 召鷹 w 肋 27 躍 碑 厂α c”ve 　iamp．　This　device　was 　applied 　to　the　cap 鰍 ？　experiment 　in　various 　en ソ’ハo 朋 Tents，　the　captttre

insects　were 〜4θ槻 βεゴ and 　 the 　numbers （ゾcapture 加 ∫ ε傭 with 　 a 　captUre 　dev’ce 　were σo脚ρα磁 翩 ん the　present　meth ・ds，

Effectivene∬ （ゾthis　device　was 　confirmed ．

Keywords ：Non −chemicals ，ノinsect−capture 　device，　Heatin8−〃 ap

要 旨 ： 生 活環境中で 化 学物質を 用い ない で 有害昆 虫 を捕獲 で き る装 置 を 開発 した。27W 誘 引 ラ ン プ を用 い 、実 験 に よ

っ て 最適 な温 熱 トラ ッ プ の 構 造 と加 熱温 度 （12．5W、内壁 温 度 80℃ ）を決定 し た。こ の 装置を種々 の 環境で の 捕獲実

験 に適用 して、捕獲昆 虫 の 同 定 お よび 従来 の 捕獲装置 との 捕獲数 の 比 較を行い 、有効性を確認 し た。

キ
ー

ワ
ー

ド ： 化学物質 不使用、昆 虫捕獲装置、温 熱 トラ ッ プ

　　　　　　　　 1　 は じ め に

　蚊やハ エ に 代表され る有害飛 翔性昆 虫は、住 生 活 環

境 の 衛 生 問題 と不 快感 に よ る 生 活 質の 低 下 を もた ら し

て きた 。

一
方 、ホ テ ル ・ビル

・
飲食 店 ・ス ーパ ー・

博

物 館 な どで は 室 内 に 昆 虫 が飛 び 交 うよ る不 快感 と信 用

の 低 下、畜舎 ・養鶏場 な どで は 発 生 す る ハ エ に よ る衛

生 面 や 付近住 民 へ の 影響 な ど飛 翔性 昆 虫 に よ る各種 の

問題 に直 面 して い る。こ れ に対 応 す るた め に従 来 か ら

次の よ うな 防虫 対策 が と られ て きた。  蚊取 り線香 な

どの 忌避剤 を揮散 させ るもの や殺 虫剤 の 噴霧など化学

物質 を生活 空 間 に使 用 す る も の   誘引ラ ン プ利 用 の

電撃殺虫器、粘着捕虫器な どに よ る も の 　  二 酸化 炭

素
・
揮発性誘引剤 と吸引 フ ァ ン を用 い る もの 。これ ら

の 防 虫 対策 に は化学物質を使用 し ない もの もある が、

環 境負荷 、 安全 性、衛 生 面、メ ン テ ナ ン ス な どの 点 で

問題 が あ る。そ こで 本 研 究 で は こ れ らの 問 題 点 を ほ ぼ

ク リ ア した 誘 虫 ラ ン プ と温 熱効果 を用 い る捕 獲器 を 開

発 し た。な お、この 誘引捕獲温 熱殺 虫 法は 約 7 年前か

ら検 討 され て 来 た が 、今 日で は 目的 が 異な り、用途 も

制 約 され て い る もの の 温 熱 燻 蒸 が 実用 化 され て い る
1 ）

o

　　　　　　　 2　 装置お よび 方法

　2，1 原理 お よび 装置

　本 装 置 は 　昆 虫の 誘引波長 （360nm 前後）を出す ラ

ン プ の 光 と装置 自体 の 熱 に よ り飛翔性 昆 虫 を加 温 した
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表　 1　捕獲器 の仕様

回収容器内 に 誘引 し、高温 の 内 側 表 面 に触 れ させ る こ

とに よ り死滅 させ 捕獲 す る もの で あ る。い くつ か の 予

備実験の 結 果決 定 した装 置 の 構 造 を図 1 に示 す。本装

置の 仕 様 は表 1 の 通 りで あ る。なお 、材料 は 外周及び

支柱 は ス チール 製、加熱 カ ッ プ が ア ル ミ ニ ウム 製 で あ

る。

　 図 2 は 点灯中の 装置で あ る。装置は夜間の 雨天 と強

風を避けた屋外や屋 内に 置か れ る。1〜4 週 間 後 にべ 一

ク ラ イ ト円盤 とア ル ミ カ ッ プ の 部 分 を 取 り外 し、捕獲

され た 昆虫 を
一

般 ご み と して捨 て る、

図 1　捕 獲器 の 構造

図 2 　 点 灯 中 の 捕 獲 器

　2，2 実 験 方法

　フ ィ
ー

ル ド試験は 終 日 あ るい は 夕方 か ら夜 間 に か け

て 装置を地 上 （床 上 ）100〜120cm の 場所 に 設置 し、一

定 時 間 後 に カ ッ プ 内 に 捕獲 され た 個体 数 を 計 数 した。

外形寸 法 （  ） φ140 × 344

電源 （V） AC100

捕獲容積 （の 0，44

捕 獲 部 温 度（℃）
＊ 80

表面温 度（℃ ） 約 3D〜50

消費電 力 （w） ラ ン プ 27

加熱部 12．5

重 量 （kg） 2．6

＊ 捕獲部温 度 は 外気温 が 20℃ 前後 の 時

また 、併 行 して 従 来 か ら用 い られ て来 た 光誘 引一粘 着 テ

ープ法 の 捕 獲 器 を 1〜21n 離 して 設 置 して 比 較 した。一

部 の 実験 で は 捕 獲 され た 個体 の 同 定を行 っ た。

　　　　　　　3　 結果 お よび考察

3，1 装置 の 構 造 お よび 作動 条 件 の 検 討

　構 造 は 昆 虫の 誘 引効 果 、誘 引 昆 虫 の 捕獲、殺 虫、衛

生、メ ン テ ナ ン ス 、低消費 エ ネル ギー
な どの 観点か ら

検討 された。は じ め に 誘引効果 と捕獲効果の 得 るた め

に 図 3 に 示 す よ うな ス リ ッ トを 付 けた 透明 プ ラ ス チ ッ

クで ラ ン プ を 囲 っ た。ス リ ッ トの 面 積 に比 例 して 誘 引

効果は 期 待 され た が、内部空間の 温 熱 に よ っ て 殺虫効

果 を期 待 した の で 保 温 上 か らもス リッ トは 大きくは 取

れ ず捕獲効果 は 小さか っ た 。 誘引 ラ ン プ と して は 360n

m を最大 波長 とす るブ ラ ッ ク ライ トを用 い た 。
こ の 点

は従来 の 装置 と同 じで あ る 。

一
方、ブ ラ ッ ク ラ イ トに

集 ま っ た 昆 虫 は 重 力 作用や光 と熱 に よ る錯乱作用 で 下

方 に 向 い 加 温 され た 壁面 に接触 させ る こ とに よ り捕獲

一308一
図 3　 ス リ ッ ト型の 誘引捕獲装置
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で き る こ とが 見 出 され た。こ の た め に 、ラ ン プ の 下 方

に安 定 器 で 加 温 し周 囲は 透明 プ ラ ス チ ッ ク シ
ー

トで 囲

っ た 円盤 状 の 鉄 板 面 で 加 熱 捕獲試 験 を行 っ た。こ こ で

用 い られ た 囲 い は ラン プ も囲 む た め捕獲効率 が 低 下 す

る こ と が分 っ た。こ の た め囲い を な く した 改良型 （図

L2 ）は棒 状 の ラ ン プ の 下方 に加 熱 カ ッ プ を置 い た。ラ

ン プ 先 端 と加 熱 カ ッ プ 開 口部 の 位置 関係 は検討 の 結果、

ラ ン プ 先端 と開 口 部 が ほ ぼ
一

致 す る位 置 と した。作 動

条件 と して は加熱 カ ッ プ 温 度 が 検 討 され た。アル ミ製

の カ ッ プ の 外周 に 樹脂 で 被覆 され た ヒ ーターを巻 き加

熱 した。カ ッ プ 内壁 の 温 度は 、ヒ
ー

タ
ー

の 大 き さとサ

ーモ ス タ ッ トな どに よ り、約 80℃ （外気温 20℃ の と き）

に 調 整 した 。 カ ッ プ は 耐 熱 性 の あ る ベ ー
ク ラ イ ト円盤

で 固 定 した。

　 3，2　 フ ィ
ー

ノレ ド試験

（1 ）郊 外 の 戸 建 住宅 の 庭園

　 こ の 試 験 で は 2 種 の 競 合 の 影 響 を避ける た め に、住

宅の 庭の 東西 （反 対 側 ） に そ れ ぞ れ 本 装置 と粘着型 を

毎 日交互 に 設 置 して 夜 間 8〜10時間 にお け る捕 獲数 を

比 較 し た。結果 を表 2 に 示 す。こ の 結果 、毎 回本装置

は従 来 型 の 1，4〜1，9倍高い 捕獲率を示 した。また庭園

全体 の 昆 虫 数 は 特 定 で き な い が 毎 時 8〜18匹の 捕獲数

で あっ た D

表 2　都市近郊の 戸建 住宅 の 庭に お ける試験

日付 時間帯 温 （℃ ） 本法 従来

8／3020 ：20〜

6 ：0524

，5〜

23．7

（西 側 ）

175

（東 側 ）

51

8／3120 ：45〜

6 ：1523

，1〜

22，4

（東 側 ）

75

（西 側 ）

45

9／120 ：00〜

6：1524

．2〜

22，6

（西 側 ）

106

（東 側 ）

77

9／220 ：00〜

4 ：0524

，1〜

23，4

（東 側 ）

129

（西 側 ）

65

（2 ）RC建造 物 の 高 い 階 にお け る 比 較

　試験 は 3F の ベ ラ ン ダで 9．5 時 間 〔23〜25℃ ）、並 行

して 行 われた。本法 と従来法の 比 は 325／291 で 、本 装

置の 方 がや や 高 い 捕獲数を示 し た．

（3） 気 温 の 影響

　閉鎖 した会議 室 （5× 4 × 高さ 2．8rn）で空調 機 を 作

動 させ 、2 つ の 異な る室 温 で それ ぞれ飼育され た イ エ

バ エ 100 匹 を 放 し捕獲数 を測 定 し た。26℃ で は本法 と

従来法 で と も に 41 匹で 差 が な か っ た が、20℃ で は 20

匹／8 匹 で、本 法 が 高 い 値 を示 した。

　養鶏 場 で は こ の 2 種 の 方 法 の ほ か に もうひ とつ の 新

しい 捕獲原理 （誘引液 に よ る誘 引捕獲 器 ） との 比 較試

験 が行 な わ れ た。1 日 の 最高気温 が 27〜34℃ と続 く 目

の 多 い 7 〜8 月 に 1 週 間単位 で 実施 し た 。本法 と従来

法 の 比 が 2549 ／886 （2．9 ： 1 ） と高い 時 もあ っ た が

　 （表 3）、621／848 （1 ：1，4） な ど低 い 時 も あ りバ

ラ ツ キ が 見 られ た。こ れ らの 結 果 か ら気 温 の 影 響が あ

る と考 え られ る。こ れ は装 置 の 外 周 の 温 度 が約 40℃ 前

後 とな る の で 、気温 の 低 い 時 ほ ど誘 引効 果 に 寄 与 して

く るた め と推察 され る。

（4 ＞捕獲後 の 昆 虫 の 保 存性

　捕獲 され た 昆 虫 は そ の 後 6 ヶ 月 に わ た り、室 内 環境

中に 放置 し て も、い ずれ も乾燥状態 で あ る た め に 腐敗

す る こ とは なか っ た。

（5）捕獲 昆 虫 の 種類

　室内外 由来 の 捕 獲 昆 虫 を 同 定 した （表 3）。車庫で も

種々 の ハ エ 、双 翅 目に加 え て ユ ス リカ も捕 獲 され て い

る。本法は 従来法 に比 して 約 2倍 の 捕獲 係 数 で あ る が、

比 較的外気温 が低 い 3 月末 か ら 4 月 に か け て 昆 虫の

発 生 数 が 多くな い 時期 に 実施 し た た め に 捕獲数 は 養

鶏場 な ど と比 較 して か な り少 な く、ま た 吸血 性 の 蚊

な ど は捕獲 され て い な い が、4月 は ま だ こ の 種 の 蚊

の 発 生 は 見 られ な い こ と も理 由 の ひ とつ で あ る 。

　　　　　　　　　　 4 結論

　 改良 し た 装置 を 用い て の
一

連 の 実証実験 の 結果 、

次 の よ うな 特 性 ない し機能が 確認され た。  捕獲容

器 内 に 乾燥 状 態 で 捕 獲 され 、 装 置 が 汚れ ず衛 生 的。

  装 置 表 面 温 が 35〜40℃ と温 か い た め 昆 虫 の 誘引

源 とな る。  光 に集 ま る小 さ な 昆 虫 か ら大 きな昆虫ま

で 捕獲す る こ とが で き る。  捕 獲 され た 虫 は 外 か ら見

え ない の で 不 快な印象 を与 え な い 。  虫 の 回 収 や メ ン

テ ナ ン ス が簡 単。  誘引光は 放射状 で 広 い 範囲 をカ バ
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一
で き る。  虫 は乾 燥 した状 態 で捕 獲 され る た め 同 定

も可 能 で 、写 真 撮影 、長 期 保 存 もで き る。し か し、蚊

にっ い て は多 面 的な誘 引 方法 を考 え、捕獲効果 を 上 げ

る こ とが検 討 課 題 で あ る。

　殺 虫剤 な どの 化 学物 質を 全 く使 わ ず ラ ン プ の 光 と 装

置の 温 度 で 誘引 され た 昆 虫 を熱 で 捕獲す る安全 衛 生 に

配 慮 し た本装置 は 、飛翔性 昆 虫 に よ る異 物 混 入 や 食害

を な くす と共 に 生活 居 住 空 間 に お い て も快適環境を 提

供 し、品 質管 理 面、食 品 衛 生 面、公 衆衛生面 な どに お

い て 多大な 貢献 が期待され る。
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表 3 養鶏場及 び市街地車庫 に おける捕獲昆虫の 同 定例

種　類 本法 従来 臭気誘引

イ エ バ ェ 681 102

オ オ イ エ バ エ 257293 401

ヒ メ イ エ バ エ 6874 143

そ の 他 オ オ バ エ 193 24

コ バ エ 類 1180260 483

そ の 他 ハ エ 目 13015 88

蛾 143170 61

甲 虫 33510 326

ハ チ 1110 71

そ の 他 23860 37

大 型 ハ エ 合 計 412371 670

合 計 2549886 1736

養 鶏 場 7〆6−7！13　 気 温 ：21〜34℃，

〈 連絡先〉

著 者名　 石 坂　悟

住所 　相模原市古渕 6−6−16

所属　株式 会祉 ア サ ヒ リケ ン

E−mail ア ドレ ス 　tnfQ ＠asahiriken ．　co ，　jp

種 　類 本法 従来

チョウパ エ類 5 9

ショウジ ョウバ エ類 2

バ バ エ類 5 3

ハヤトビ バ エ類 1 1

半翅 目 1

トグ ハネバ ェ類 8 5

ユ ス リカ 類 245

クロバ ネキノコバ エ類 4 5

ガ ガ ン ボ類 2

双 翅 目 9

合 計 6029

車庫 3129 −4！9 気 温 ： 4〜18℃
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